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※システムなどの都合により各種通知などの元号
が平成として表記されている場合があります。

　
市
で
は
、
市
の
公
益
の
増
進
に

寄
与
し
、
市
民
の
生
活
と
文
化
の

向
上
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
方
を

表
彰
し
ま
す
。

　
今
年
は　
月
６
日
（
日
）
午
後

１０

１
時
半
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
１
階
）
で
表
彰
式
典
を

開
催
し
、
表
彰
状
を　
人
の
方
と

３１

４
団
体
に
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　
※
手
話
通
訳
者
あ
り
。

　
表
彰
さ
れ
る
方
は
次
の
通
り
で

す
。

　
【
表
彰
状
】産
業
功
労
＝
１
人
▼

技
能
功
労
＝
３
人
▼
保
健
衛
生
功

労
＝
２
人
▼
社
会
福
祉
功
労
＝
３

人
▼
防
災
功
労
＝　
人
▼
行
政
功

１０

労
＝
２
人
▼
納
税
功
労
＝
１
人
▼

環
境
功
労
＝
１
団
体
▼
善
行
＝
１

人
▼
市
民
体
育
功
労
＝
８
人
と
２

団
体
▼
文
化
功
労
＝
１
団
体

　
詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
秘
書
係

☎
４
７
０
・
７
７
１
２
へ
。

　
８
月
２
日
の
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
２
年
度
か
ら
市
立
小
学
校

で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
を
採
択

し
ま
し
た
。
今
回
採
択
さ
れ
た
教

科
用
図
書
は
中
央
図
書
館
２
階
参

考
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
指
導
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

　
　
月
５
日
（
火
）
か
ら
、
住
民

１１
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

に
旧
姓
を
併
記
し
公
証
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
旧
姓
を
併
記
す

る
に
は
市
民
課
で
の
請
求
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
【
併
記
開
始
日
】　
月
５
日（
火
）

１１

　
※
請
求
手
続
き
も
当
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

　
【
旧
姓
併
記
可
能
書
類
】住
民
票

の
写
し
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
▼
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
の
署
名
用
電
子
証

明
書
　
【
請
求
に
必
要
な
物
】①
併
記
し

た
い
旧
姓
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
か

ら
現
在
の
氏
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍

に
至
る
す
べ
て
の
戸
籍
謄
本
な
ど

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

　
【
ご
注
意
】併
記
で
き
る
旧
姓
は

1
人
１
つ
の
み
で
す
▼
住
民
票
に

旧
姓
を
併
記
す
る
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
な
ど
に
も
旧
姓
が
併
記

さ
れ
ま
す
▼
旧
姓
を
併
記
す
る
と

住
民
票
に
は
現
在
の
氏
と
旧
姓
の

両
方
が
必
ず
表
示
さ
れ
ま
す

　
詳
し
く
は
市
民
課
住
民
記
録
係

☎
４
７
０
・
７
７
２
２
へ
。

　
市
で
は
、
補
助
対
象
と
な
る
防

犯
灯
や
装
飾
灯
を
管
理
し
て
い
る

自
治
会
や
商
店
会
に
対
し
て
、
平

成　
年
度
上
半
期
（
平
成　
年
４

３１

３１

月
１
日
～
令
和
元
年
９
月　
日
）

３０

に
か
か
っ
た
費
用
（
電
気
料
金
・

器
具
取
替
経
費
）
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
月　
日
（
金
）
ま
で
に
、
管

１０

１８

理
課
道
路
・
河
川
施
設
担
当
（
市

役
所
５
階
）
へ
必
要
書
類
を
持
参

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
過
去
に
補
助
金
の
申
請

を
し
て
い
る
自
治
会
や
商
店
会
に

つ
い
て
は
、
９
月
中
旬
頃
に
案
内

の
通
知
文
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・

７
７
６
７
へ
。

 
「
よ
く
転
び
そ
う
に
な
る
」「
思

う
よ
う
に
足
が
上
が
っ
て
い
な

い
」
な
ど
お
悩
み
は
な
い
で
す
か
。

日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
が
、
あ
な
た
を
転
倒
の
危
険
か

ら
守
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
「
理
学

療
法
士
」
が
、
転
ば
な
い
身
体
づ

く
り
、
転
ば
な
い
環
境
づ
く
り
、

正
し
い
靴
の
選
び
方
や
杖
な
ど
福

祉
用
具
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
木
）
午
後

１０

１０

２
時
～
３
時
半
（
１
時
半
か
ら
受

け
付
け
）

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
１
階
）

　
【
講
師
】陽
だ
ま
り
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
東
久
留
米
の
理
学
療

法
士
の 
盆  
出  
義  
也 
氏

ぼ
ん 
で 
よ
し 
や

　
【
対
象
】お
お
む
ね　
歳
以
上
の

６５

市
民
の
方
（
手
話
通
訳
あ
り
）

　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
１
～
２
５
０
３
）
へ
。

依頼

依
頼

報告

依頼

協力員による
見守り
協力員による
見守り
協力員による
見守り

・新聞がたまっている
・いつもと様子が違う　など

報告・相談

連携

みまもりネットワーク事業のしくみ

自治会・マンション管理組合・
老人会・認知症サポーター・自
主グループ・ボランティア・社
会福祉協議会・警察・消防など

東久留米市介護福祉課

地域包括支援センター

みまもり協力機関

み
ま
も
り
協
力
員

新聞販売所・宅配業者
・個人商店　など

地域での見守り

あんしん
生活調査

高齢者
報告・相談

民生委員またはボランティア・
自治会の人で、市から委嘱を
受けた方

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
に

関
す
る
事
業
を
多
数
実
施
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
高
齢

者
の
見
守
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
各
事
業
に
は
下
表
の
通
り
、
対

象
と
な
る
方
の
要
件
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
担
当
へ
（
下
表
参

照
）。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
の

健
康
と
生
命
を
守
る
大
切
な
制
度

で
す
。
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な

運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
被
保
険
者

　
【
診
療
件
数
】２
万
３
６
６
３
件

　
【
診
療
費
】６
億
７
１
６
万
４
５

８
４
円
（
前
年
度
比　
・
２
％
）

９５

▼
１
件
あ
た
り
の
金
額
＝
２
万
５

６
５
９
円

　
※
出
典
は
国
民
健
康
保
険
毎
月

事
業
状
況
報
告
（
６
月
報
）。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
３
へ
。

　
２
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
に
当
た
り
、
土
地

の
利
用
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
市
職
員
が
市
内
全
域

を
自
転
車
で
巡
回
し
、
更
地
だ
っ

た
土
地
に
家
屋
が
建
築
さ
れ
る
と

い
っ
た
土
地
の
利
用
状
況
の
変
化

な
ど
に
つ
い
て
、
主
に
目
視
で
確

認
す
る
も
の
で
す
。
実
施
期
間
は

　
月
～　
月
ご
ろ
で
す
。

１０

１２

　
※
市
職
員
は
調
査
時
に
「
固
定

資
産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
２
６
へ
。

　
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
て
、
元
年
中
に
相
続
な
ど
の

登
記
が
完
了
し
な
い
場
合
は
、
登

記
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
相
続

な
ど
の
事
実
に
よ
り
、
実
際
に
土

地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
を

届
け
出
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
対
象
者
の
「
相
続

人
代
表
者
指
定
届
出
書
」
ま
た
は

「
固
定
資
産
（
相
続
財
産
）
現
所

有
者
届
書
」
を
届
け
出
済
み
の
方

は
不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
２
６
、
家
屋

資
産
税
係
☎
４
７
０
・
７
７
２
７

へ
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

外
国
籍
の
方
も
国
民
年
金 

の
加
入
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所

を
有
す
る　
歳
以
上　
歳
未
満

２０

６０

の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

外
国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
受
給

要
件
（
※
）
を
満
た
せ
ば
「
老
齢

基
礎
年
金
」
は
も
ち
ろ
ん
、
万
が

一
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害

が
残
っ
た
場
合
に
は
「
障
害
基
礎

年
金
」、亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
配
偶
者
や
子
に
「
遺
族
基
礎

年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
短
期
間
で
帰
国
し
受
給

要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
保
険
料
の
支
払
期
間
が
６
カ

月
以
上
あ
れ
ば
、
帰
国
後
２
年
以

内
に
請
求
す
る
こ
と
で
、「
脱
退
一

時
金
」
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
ご
本
人

が
加
入
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
方
▼
厚
生
年
金
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被

扶
養
配
偶
者

　
※
法
改
正
に
よ
り
「
老
齢
基

礎
年
金
」
の
受
給
資
格
期
間
が

　
年
か
ら　
年
に
短
縮
さ
れ
ま

２５

１０

し
た
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

ご
存
知
で
す
か

高
齢
者
の
見
守
り
・
声
掛
け
の

関
連
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す

２
年
度
～
５
年
度
に
市
立
小
学
校
で
使
用
す

２
年
度
～
５
年
度
に
市
立
小
学
校
で
使
用
す
るる

教
科
用
図
書
が
決
ま
り
ま
し

教
科
用
図
書
が
決
ま
り
ま
し
たた

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
際

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
際
のの

手
続
き
に
つ
い

手
続
き
に
つ
い
てて

固
定
資
産
税
の

現
況
調
査（
土
地
）を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険険

平
成

年
３
月
分
の
診
療
費

平
成　

年
３
月
分
の
診
療
費
をを

３１３１

お
知
ら
せ
し
ま

お
知
ら
せ
し
ま
すす

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に
よ
る
市
民
向
け
講
演
会

「
転
ば
な
い
身
体
づ
く
り
と
杖
の
使
い
方
・
靴
の
選
び
方
～
転
ば
ぬ
先
の
杖
～
」

担当内容対象者事業名

東部地域包括支援センター
☎４７３・９９９６、本部☎４２８・７７８８
中部地域包括支援センター
☎４７０・８１８６、本部☎４５１・５１２１
西部地域包括支援センター
☎４７２・０６６１
介護福祉課地域ケア係
☎４７０・７７７７（内線２５０２）

みまもり協力員が高齢者に声掛けや遠い見守り（郵便物の確
認など）を行います。地域包括支援センターで相談の上、個
別に計画します

おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者または高齢
者のみ世帯で、介護保険など定期的な公的サービス
未利用の方

みまもりネット
ワーク事業

バランスの取れた配食で健康保持を図るとともに、定期的な
触れ合いで安否確認をします。原則週２食まで（昼または夜）。
利用料は１食５００円

おおむね６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者のみ
の世帯で、日常生活に支障がある方配食サービス事業

高齢者の生活を支える基礎情報を、包括支援センター職員が
直接訪問してお伺いします。市と包括支援センターで調査内
容を保管します

７５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者のみ世帯の方あんしん生活調査

福祉総務課高齢者福祉係
☎４７０・７７７７（内線２５０８）

直接消防署へ連絡できる機器を貸与します。協力員が２人必
要（５００ｍ以内に居住している方）。所得により負担額が異な
ります

６５歳以上のひとり暮らしまたは病弱な高齢者のみ世
帯で、心臓疾患などで常時注意を必要とする方

緊急通報システム
事業

安否確認のため、乳酸飲料を週に４回配達します。緊急連絡
先として２人必要。無料

６５歳以上のひとり暮らしで、みまもりネットワーク
事業や配食サービスを利用していない方（介護保険
など定期的な公的サービス未利用の方）

乳酸飲料配布事業

見守りなどが必要な方に対して、シニアクラブ連合会の会員
が電話や声掛けで安否確認を行い、家庭訪問をして話し相手
になることで孤立感を解消します

シニアクラブ連合会に加入している老人クラブの活
動区域で、ひとり暮らしをしている高齢者の方や高
齢者世帯など

友愛活動
（東久留米市シニア
クラブ連合会）

市社会福祉協議会
☎４７１・０２９４

趣味・健康・交流活動などを通して顔の見える関係をつくり
ます。月１・２回

主に日中に孤立しがちなひとり暮らし高齢者、障害
者、乳幼児を抱える親など

ミニデイホーム・
子育てサロン活動

東京都防災・建築まちづくり
センター☎０３・５４６６・２６３５

「生活リズムセンター」「緊急通報装置」「携帯用ペンダント」
により、２４時間安否確認と緊急対応を行います。

都内（島しょは除く）在住、またはこれから居住す
る高齢者などあんしん居住制度

２年度〜５年度に
市立小学校で使用する
教科用図書

発行者種目
光村図書出版国語
光村図書出版書写
東京書籍社会
帝国書院地図
学校図書算数
大日本図書理科
大日本図書生活
教育芸術社音楽
日本文教出版図画工作
開隆堂出版家庭
東京書籍保健体育
光村図書出版英語
光村図書出版道徳

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
姓（
旧
氏
）が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

月
６
日
（
日
）

１０元
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度
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ま
す


